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平成 27 年 10 月 30 日 

各 位 

                         会 社 名  株 式 会 社 き も と 

                                                            (略称 ＫＩＭＯＴＯ) 

                           (ＵＲＬ http://www.kimoto.co.jp/) 

                         代表者名 代表取締役社長 木本 和伸 

                          (コード番号 ７９０８ 東証第一部) 

                       問合せ先 取締役 管理本部長 鈴木 亮介 

                          (ＴＥＬ ０３－６７５８－０３００) 

 

業績予想との差異及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 27 年５月 15 日に公表した業績予想と実績に差異が発生しましたのでお知らせします。 

また、業績予想を修正しましたのでお知らせします。 

 

記 

１．業績予想との差異 

 

平成 28年３月期第２四半期（累計）連結業績予想との差異（平成 27年４月１日～平成 27年９月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円  百万円  百万円  百万円  円 銭  

前回発表予想（Ａ） 8,700  10  30  0  0.00  

実 績（Ｂ） 8,320  △82  △45  △155  △3.00  

増減額（Ｂ－Ａ） △379  △92  △75  △155   

増 減 率（％） △4.4  ― ― ―  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 27年３月期第２四半期） 
8,647  △96  44  0  0.01  

 

平成 28年３月期第２四半期（累計）個別業績予想との差異（平成 27年４月１日～平成 27年９月 30 日） 

 売 上 高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円  百万円  百万円  円 銭  

前回発表予想（Ａ） 7,700  △50  △70  △1.35  

実 績（Ｂ） 7,337  △163  △233  △4.51  

増減額（Ｂ－Ａ） △362  △113  △163   

増 減 率（％） △4.7  ― ―  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 27年３月期第２四半期） 
 7,840  △11  △30  △0.60  
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差異の理由 

 スマートフォン、タブレットＰＣ向けタッチパネル用ハードコートフィルム及び液晶バックライ

ト用フィルムの販売が減少したため、売上高が当初予想を下回りました。利益面においては、タッ

チパネル用ハードコートフィルム高付加価値品の減少及び繰延税金資産の取崩し60百万円を行った

ため、前回発表予想と差異が生じました。 

 

 
２．業績予想の修正 

 

平成 28年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27年４月１日～平成 28年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円  百万円  百万円  百万円  円 銭  

前回発表予想（Ａ） 18,700  430  450  360  6.96  

今回修正予想（Ｂ） 17,500  70  135  0  0.00  

増減額（Ｂ－Ａ） △1,200  △360  △315  △360   

増 減 率（％） △6.4  △83.7 △70.0  △100.0   

（ご参考）前期実績 

（平成 27年３月期） 
17,391  △150  228  50  0.97  

 

平成 28年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 27年４月１日～平成 28年３月 31日） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円  百万円  百万円  円 銭  

前回発表予想（Ａ） 16,500  280  180  3.48  

今回修正予想（Ｂ） 15,640  △40  △125  △2.42  

増減額（Ｂ－Ａ） △860  △320  △305   

増 減 率（％） △5.2  ― ―  

（ご参考）前期実績 

（平成 27年３月期） 
 15,719  143  △10  △0.19  

 

修正の理由 

 当第２四半期業績は、スマートフォン、タブレットＰＣ向けタッチパネル用ハードコートフィル

ム及び液晶バックライト用フィルムの販売が減少しました。利益面においては、タッチパネル用ハ

ードコートフィルム高付加価値品が減少し、第３四半期以降も厳しい状況が続くと見込まれること

から上記のとおり連結、個別の業績予想を修正しました。 

なお、平成 28年３月期の年間配当予想につきましては、現時点では平成 27年５月 15日に公表し

た配当予想に変更はありません。 

 



3 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものです。実際の業

績は、様々な要因により記載の予想値とは異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


